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特 別 区 区 長

厚 生 労 働 省 医 政 局 長

臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 を

改 正 す る 省 令 の 施 行 に つ い て （ 通 知 ）

臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令

（ 平 成 １ ７ 年 厚 生 労 働 省 令 第 百 号 ） 及 び 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す

る 法 律 施 行 規 則 第 十 二 条 第 五 号 に 規 定 す る 検 体 検 査 用 放 射 性 同 位 元 素 を 備 え る

衛 生 検 査 所 の 構 造 設 備 等 の 基 準 を 定 め る 件 の 一 部 を 改 正 す る 件 （ 平 成 １ ７ 年 厚

生 労 働 省 告 示 第 二 百 四 十 八 号 ） が 平 成 １ ７ 年 ６ 月 １ 日 に 公 布 さ れ 、 同 日 よ り 施

行 さ れ る こ と と な っ た 。 こ れ ら の 改 正 の 趣 旨 及 び 要 点 は 下 記 の と お り で あ る の

で 、 御 了 知 い た だ く と と も に 、 管 下 衛 生 検 査 所 に 周 知 方 お 願 い す る 。

な お 、 こ の た び の 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 及 び

臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 第 十 二 条 第 五 号 に 規 定 す

る 検 体 検 査 用 放 射 性 同 位 元 素 を 備 え る 衛 生 検 査 所 の 構 造 設 備 等 の 基 準 の 一 部 改

正 に 当 た っ て は 、 放 射 線 障 害 防 止 の 技 術 的 基 準 に 関 し て 、 放 射 線 障 害 防 止 の 技

術 的 基 準 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 ３ ３ 年 法 律 第 １ ６ ２ 号 ） 第 六 条 の 規 定 に 基 づ き 放

射 線 審 議 会 に 諮 問 し 、 妥 当 で あ る 旨 の 答 申 を 得 て い る こ と を 申 し 添 え る 。

記

第 一 改 正 の 趣 旨

放 射 性 同 位 元 素 等 に よ る 放 射 線 障 害 の 防 止 に 関 す る 法 律 の 一 部 を 改 正 す

る 法 律 （ 平 成 １ ６ 年 法 律 第 ６ ９ 号 ） の 施 行 に 伴 い 、 以 下 の と お り 放 射 性 同

位 元 素 等 の 範 囲 等 を 変 更 す る と と も に 、 規 定 の 整 備 等 を 行 っ た も の で あ る

こ と 。

・ 放 射 性 同 位 元 素 の 核 種 ご と の 規 制 下 限 値 の 取 り 入 れ

放 射 線 審 議 会 の 「 規 制 免 除 に つ い て 」 （ 国 際 基 本 安 全 基 準 に お け る 規
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制 免 除 レ ベ ル の 国 内 法 令 へ の 取 り 入 れ 検 討 結 果 ） （ 平 成 １ ４ 年 １ ０ 月 ）

を 踏 ま え 、 国 際 原 子 力 機 関 （ I A E A） が 1 9 9 6年 に 国 際 放 射 線 防 護 委 員 会

（ IC R P） の 19 9 0年 勧 告 に 基 づ き 国 連 の 食 糧 農 業 機 関 （ F A O） 、 国 際 労 働

機 構 （ I L O） 、 経 済 協 力 開 発 機 構 の 原 子 力 機 関 （ OE C D / N E A） 、 全 米 保 健

機 関 （ P A H O） 及 び 世 界 保 健 機 構 （ WH O） と 共 同 し て 刊 行 し た 「 電 離 放 射

線 に 対 す る 防 護 及 び 放 射 線 源 の 安 全 の た め の 国 際 基 本 安 全 基 準 」 （ 以 下

「 BS S」 と い う 。 ） 及 び BSSに 示 さ れ て い な い 核 種 に つ い て は 199 9年 に 英

国 放 射 線 防 護 庁 （ N R P B） が 取 り ま と め た 報 告 書 （ N R P B - R 3 0 6） を 基 に 、

科 学 的 見 地 か ら 提 唱 さ れ た 放 射 性 同 位 元 素 の 核 種 ご と の 規 制 下 限 値 の 国

際 標 準 に つ い て 、 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則

及 び 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 第 十 二 条 第 五

号 に 規 定 す る 検 体 検 査 用 放 射 性 同 位 元 素 を 備 え る 衛 生 検 査 所 の 構 造 設 備

等 の 基 準 に 導 入 す る た め に 、 規 定 の 整 備 を 行 っ た も の で あ る こ と 。

第 二 改 正 の 要 点

１ 放 射 性 同 位 元 素 の 定 義 に 関 す る 事 項 （ 改 正 後 の 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検

査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 以 下 「 新 規 則 」 と い う 。 ） 第 十 二 条 第

五 号 関 係 ）

今 回 の 改 正 に よ り 、 新 規 則 第 十 二 条 第 五 号 に 規 定 す る 放 射 性 同 位 元 素

に つ い て 、 新 規 則 別 表 第 三 に 定 め る 数 量 （ 以 下 「 下 限 数 量 」 と い う 。 ）

及 び 濃 度 に 基 づ く 定 義 に 改 め る こ と と し た と こ ろ で あ る が 、 こ の 改 正 は 、

改 正 前 の 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 以 下

「 旧 規 則 」 と い う 。 ） 別 表 第 三 に 掲 げ る ４ 区 分 ご と の 数 量 及 び 濃 度 に 基

づ く 従 前 の 放 射 性 同 位 元 素 の 定 義 を 、 今 般 国 際 標 準 と し て 定 め ら れ た 下

限 数 量 に 基 づ く 定 義 に 改 め る も の で あ り 、 放 射 線 を 放 出 す る 同 位 元 素 の

核 種 及 び 化 学 形 等 の 差 異 に よ る 性 質 の 違 い に 着 目 し た 定 義 と す る も の で

あ る こ と 。

２ 検 体 検 査 用 放 射 性 同 位 元 素 の 使 用 室 の 構 造 設 備 に 関 す る 基 準 （ 改 正 後

の 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 第 十 二 条 第 五 号

の 規 定 に 基 づ く 検 体 検 査 用 放 射 性 同 位 元 素 を 備 え る 衛 生 検 査 所 の 構 造 設

備 等 の 基 準 （ 以 下 「 新 告 示 」 と い う 。 ） 第 一 の 一 の １ 関 係 ）

今 回 の 改 正 に よ り 、 新 告 示 第 一 の 一 の １ に 規 定 す る 検 体 検 査 用 放 射 性

同 位 元 素 の 使 用 室 に お け る 耐 火 構 造 設 備 等 に 係 る 構 造 設 備 の 基 準 を 、 当

該 検 体 検 査 用 放 射 性 同 位 元 素 の 使 用 室 に お い て 使 用 す る 検 体 検 査 用 放 射

性 同 位 元 素 の 数 量 に 関 わ ら ず 一 律 に 適 用 す る こ と と し た こ と ろ で あ る が 、

こ の 改 正 は 、 新 規 則 に よ り 放 射 性 同 位 元 素 の 定 義 が 改 め ら れ た こ と に 伴

い 、 規 則 の 対 象 と は な ら な い 数 量 及 び 濃 度 に つ い て 、 核 種 ご と に 明 ら か
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に な っ た こ と か ら 、 改 正 前 の 臨 床 検 査 技 師 、 衛 生 検 査 技 師 等 に 関 す る 法

律 施 行 規 則 第 十 二 条 第 五 号 の 規 定 に 基 づ く 検 体 検 査 用 放 射 性 同 位 元 素 を

備 え る 衛 生 検 査 所 の 構 造 設 備 等 の 基 準 （ 以 下 「 旧 告 示 」 と い う 。 ） 第 一

の 一 の １ た だ し 書 き に 規 定 す る 耐 火 構 造 設 備 等 に 係 る 構 造 設 備 の 基 準 の

適 用 の 除 外 を 設 け る 必 要 性 が な く な っ た こ と に よ る も の で あ る 。

３ 廃 棄 施 設 の 構 造 設 備 に 関 す る 基 準 （ 新 告 示 第 一 の 四 の ３ 関 係 ）

今 回 の 改 正 に よ り 、 新 告 示 第 一 の 四 の ３ に 規 定 す る 廃 棄 施 設 に お け る

排 気 設 備 に 係 る 構 造 設 備 の 基 準 を 、 当 該 廃 棄 施 設 に お い て 使 用 す る 放 射

性 同 位 元 素 の 数 量 に 関 わ ら ず 一 律 に 適 用 す る こ と と し た と こ ろ で あ る が 、

こ の 改 正 は 、 新 規 則 に よ り 放 射 性 同 位 元 素 の 定 義 が 改 め ら れ た こ と に 伴

い 、 規 制 の 対 象 と は な ら な い 数 量 及 び 濃 度 に つ い て 、 核 種 ご と に 明 ら か

に な っ た こ と か ら 、 旧 告 示 第 一 の 四 の ３ た だ し 書 き に 規 定 す る 排 気 設 備

に 係 る 構 造 設 備 の 基 準 の 適 用 の 除 外 を 設 け る 必 要 性 が な く な っ た こ と に

よ る も の で あ る こ と 。

な お 、 新 告 示 第 一 の 四 の ３ た だ し 書 き に 規 定 す る 「 作 業 の 性 質 上 排 気

設 備 を 設 け る こ と が 著 し く 困 難 で あ る 場 合 」 と は 、 微 量 物 質 の 秤 量 を 行

う 際 に 、 室 内 の 空 気 の 動 き や 排 風 機 の モ ー タ ー 等 に よ る 微 振 動 の 影 響 が

無 視 で き な い 場 合 等 、 排 気 設 備 が あ る こ と で そ の 作 業 を 行 う こ と が 著 し

く 困 難 な 場 合 を い う も の で あ り 、 当 該 規 定 は そ の 作 業 を 行 う 室 に 限 定 し

て 適 用 を 受 け る も の で あ る こ と 。


